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1) 母親の Counseling: 45分間。
毎週月曜日lα3Q-1ll5。
2) 子供の PlayTherapy : 45分間。
毎週月曜日lα30-江15。
A) 設備 砂場.f泊ger-pa泊t.7k.粘土，指人形，人形，卓上ピアノ，オルガン， 電話 (玩具
および本物).紙製動物のお面，クレパス等其他遊具一式。







C) 記録 observationroomで所定のo同 rvationsheets Iζ記入.Observerは原則的にはー名。
































5) 親戚の家で泊る ζ とができなかったのが，泊ることができた。 (9/7報告)































17 34・6・8 粘土17，指絵と71くあそび10，砂遊び10，ままごと 5
18 34・6・15 指絵10，便所5，アース撒き10，指絵5，粘土の水遊び5
19 34・6・22 面っくり17，色あそび10，アイスクリームっくり18，水あそび
20 34・6・29 色っくり 5，指絵5，折紙10，色あそび及び卓上ピアノ 5，砂遊び15














































(註)2半分続即ち本来の counselingroomではないが， ドアで遜ずる隣室でCounselorが母親と Counseling
する乙とに成功したのは4/13であった。












るT遊べる T遊べる ?遊べるでしょう?遊べる 7遊べる Tどっち ?どっち?どっち?遊べる ?……」という調子。
それから本児を遊戯室IL残して相談室IL戻ってきた。 やがて本児は遊戯室から ThIζつれられて室IL戻ってきたが




















乙の臼は予め電話連絡がしてあったため何の低抗もなく，本児 (C) ・Th・母綬 (M) ・co共IC.遊戯室I乙入る。
αt) 
子供 吃音例(ウ ンーフタチュ，チュチュチュキ，アアアルネンチュキ)。備付の清潔な布巾があるにもかかわ
らずそれを使用せず母親の持多したハンカチーフを使う。 クレパス ・クレオンを家にもって知ると主張。 蛇・蛇
(註) rウーンニつ月があるんだよ」といってクレパスで月をニっかいたの
( 21 ) 
-132- 児童学
(h'ebi， h'ebi)などの線発性の吃音がある。しかし全般的に遊戯室では吃音は殆んどない。













子供 吃音例〈ホホコンンナンチュクツテ 乙ーんなのつくって，キキシヤ 汽ー車， デンキキキカンシヤー電気汽
関車〉。玩具の刀を母と Counselorの間へ投げる。 指絵・・蛙の面 (紙製のもので前lζ持ち帰ろうとして制限された
もの，本児のとてもおきに入りのもの)をぬりたての指絵の上へおっつけその上を又手のひらでぬたくる。 分緩へ
の試み:M r...先生とはなししてくるよJ，C r....あかんJ，M r遊べる，遊べるJ， C rいややいったらあ
かん，おって，乙乙におってなあJ，M r乙んどから一人で遊べる fJ， C r今日はいったらあかんJ， co rうむ









第10回 Counseling隣室で母親との Counselingを試みる。母親の報告:隣家へ一人でよういかぬ. お節句で
隣りへ招かれでもどうしてもいかなかった。....が隣室へいくのをいやがる。指絵 :クレパスでスーパーマンをか
き指絵であとからぬりつぶす。



















って (遊戯室への:怠)行きましょうか，幼稚園みたいに行乙うかJ，C rいややあほうJ， M r...送っていくわ













































実をもうけて，三・四回隣室へ入った。文時々7 7ー .7 7ー と壁魅しによびかける。その都度ママはハイハイと
答える。乙れは自分の横IL玩具の木片を置いてそれを電話にしてかけるのである。又長い間かかってきれいκ洗っ
た洗濯物IL汚い色水を流す。吃音は乙の日多く且つ逮発性がなくなり難発伎のみとなり逆転したようK思われる。








子供 軽い吃音が多くなった。 時々 77と呼びかける。 砂場lζおとし穴をつくり大きい子をおとしてやるとい
う。色水を砂jζ流し込んだり，色水の入ったつぼを砂の中lζかくしたりする。少し遊び』ζ熱中するようになった。





























































































問題点 家庭 ・幼稚園 ・遊戯治療室共に一貫して本児の行動像に著しい変化がみられる。 吃音も軽
い調子の連発のみがみられる。
治療者側にも分離に対するあせりがあったととはいなめない。分離はそれ自体一つの治療目標であ
ると同時に終結をすら意味するのではなかろうか。 分離をあせらずに， むしろ未分化な conflictに







































































































































































乙のように withdrawalか agr儲 iveかが一つの治療上の merkmalになるものであるかどうかは
なお研究を要するであろうが興味深い問題である。
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Summary 
(1) The subject was a boy 6f four yeaお andtwo months old， possessing repetitive and 
prolongative stuttering habits at the beginning of our -therapy. H.! bad been witli tbe 
( 32 ) 
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grand-mother， uncle and aunt 00 his mother's side， from the first week of the birth 
to ooe year and eight mooths， 00 account of his father's iln儲 (pulmonarytuberculosis). 
Wheo he wぉ threeaod four months old， he entered the kiodergarteo. His younger 
brother was born thirteeo days after the entrance. 
It was one month later that he began to stutter. His father is a neurotic and 
finical precisian and his mother is a frank gadabout. 
Both his parents and grand-mother overprotect and overcontrol him， especially his 
father. 
(2) The counseling the mother and playtherapy of the boy were taken in our therapy: 
one s邸 ion，forty five minutes a week， totally thirty three s儲 ions.
(3) Eventually， his father's over-expectation 00 the boy has been changed， his mother's 
directive attitude has also been chaoged. 
(4) The boy's prolongation of stuttering has almost disappeared except only the light 
repetition. The boy has been able to go home alone from the kindergarteo，ω 
play with iriends， and to go to play-mates' by hit酪 elf.He used to羽 y“keepthe door 
open" as he went out， but he has dropped this habit. 10 our play-room， he has 
possibly beeo able to be separated from his mother. His finger-paint has become 
pretty organized and his play has got aggressive. 
( 33 ) 
